
　　　　　　　　　　ワークブック
	教会名
氏　名　　　　　　　　　 　　　　　　年　　月　　日
	 採点
　　　点


第一回
問１．次の文の（　　　）の中に、適当な語を下から選んで入れて下さい。
　                                                （５×１５）７５点
　　(1) 聖書全体のテーマは（　　　　）です。
　　(2) 旧約聖書は（　　　　）のかたちで、新約聖書は（　　　　）のか
　　　たちで共にイエス・キリストを証している。
　　(3) 創世記は聖書の（　　　　）と呼ばれ、（　　　　）（　　　　）
　　　（　　　　）（　　　　）に関するすべての教理の（　　　　）が見
　　　いだされる。
　　(4) 出エジプト記においては（　　　　）イスラエル、レビ記において
　　　は（　　　　）イスラエル、民数記では（　　　　）イスラエルにつ
　　　いて記されている。
　　(5) 申命記のメッセージは（　　　　）（　　　　）（　　　　）の三
　　　つの言葉に要約することができる。
　　　　　イ．注意しなさい　　ロ．イエス・キリスト　　ハ．従いなさい
　　　　　ニ．苗床　　ホ．奉仕する　　ヘ．萌芽　　ト．贖われた
　　　　　チ．約束　　リ．思い出しなさい　　ヌ．成就　　ル．救い
　　　　　ヲ．礼拝する　　ワ．神　　カ．罪　　ヨ．人間
　問２．旧約聖書三十九の書は分類すると五つに分けられますが、それらの
　　　五つを以下に記して下さい。                     　　２５ 点
　　　　　①
　　　　　②
　　　　　③
　　　　　④
　　　　　⑤
　　　　　　　　　　ワークブック
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第二回
問１．次の文の（　　　）の中に、適当な語を下から選んで入れて下さい。
　                                                            ６０点
　　(1) ヨシュア記は（　　　）であるが、士師記は（　　　）である。
　　(2) 士師記はイスラエルの非常に（　　　）を記しているが、ルツ記は
　　　同時代の（　　　）を記している。
　　(3) サムエル記は（　　　）である。すなわち、（　　　）である神の
　　　支配から（　　　）の支配に移る経過の記録である。
　　(4) 列王紀において見られるほとんどの歴史は、（　　　）の歴史であ
　　　る。
　　(5) 列王紀は（　　　）から書かれ、歴代志は（　　　）から記されて
　　　いる。
　　(6) エズラ記の基調は（　　　）である。
　　(7) ネヘミヤ記は、エルサレムにいる（　　　）を助けるために、
　　　（　　　）を犠牲にした人の自叙伝である。
　　(8) エステル記は、（　　　）が記されていなくても、そこには
　　　（　　　）と選民に対する神のご配慮の証拠が多くみられる。
　　　　　イ．神のみわざ　　ロ．勝利の書　　ハ．貧しい同胞
　　　　　ニ．失敗の書　　ホ．安楽でぜいたくな生活　　ヘ．明るい面
　　　　　ト．回復　　チ．暗い面　　リ．無秩序と罪悪　　ヌ．神の名
　　　　　ル．過渡期の書　　ヲ．人間的観点　　ワ．見えない王
　　　　　カ．神の観点　　ヨ．見える王
問２．左右の関係の深い語をそれぞれ線で結んで下さい。          ４０点
　　①　ヨシュア　　　　　　　・　　　・　イ．異邦人
　　②　士師時代　　　　　　　・　　　・　ロ．ハンナ
　　③　ルツ　　　　　　　　　・　　　・　ハ．神殿の建設
　　④　サムエル　　　　　　　・　　　・　ニ．バビロニヤ帝国
　　⑤　ダビデ　　　　　　　　・　　　・　ホ．神の摂理の真実性
　　⑥　ソロモン　　　　　　　・　　　・　ヘ．学者
　　⑦　北王国の滅亡　　　　　・　　　・　ト．カナン征服
　　⑧　南王国の滅亡　　　　　・　　　・　チ．アッシリヤ帝国
　　⑨　エズラ　　　　　　　　・　　　・　リ．メシアの系図
　　⑩　エステル記のメッセージ・　　　・　ヌ．罪、奴隷、悲哀、救い
　　　　　　　　　　ワークブック
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　　　点


第三回
問１．次の文の（　　　）の中に、下から適当な語（句）を選んでその記号
　　を入れて下さい。　                                     　 ６５点
　　(1) ヨブ記全体を通して説かれている問題は、（　　　）ということで
　　　ある。
　　(2) 歴史書においては、神が（　　　）語っておられ、また預言書では
　　　神が（　　　）語っておられるのに対して、詩篇では、（　　　）語
　　　っているということが出来る。
　　(3) 箴言は（　　　）を述べた簡潔でしかも力のこもった（　　　）し
　　　たものである。
　　(4) 箴言の目的は（　　　）である。
　　(5) 実際的な知恵は、（　　　）を基礎とし、またそこから生ずるもの
　　　である。                                                    
　　(6) 箴言においては、（　　　）について学んだ。伝 において は
道の書
　　　（　　　）が真理と幸福を追求しているのをみる。
　　(7) ヘブル語聖書においては、雅歌は（　　　）と呼ばれている。
　　(8) 雅歌の主題は、（　　　）によって象徴されている（　　　）であ
　　　る。
　　　　　イ．「歌の中の歌」　　ロ．なぜ義人が苦しむか　　ハ．人間に
　　　　　ニ．神の民に対する神の愛　　ホ．花嫁と花婿の愛
　　　　　ヘ．人間について　　ト．道徳的な教訓　　チ．言葉を収録
　　　　　リ．人間が神に向かって　　ヌ．宗教的性格
　　　　　ル．神から離れた単なる人間的な知恵
　　　　　ヲ．若者たちに知恵を授けること　　ワ．神からやってくる知恵
問２．詩篇の分類を六つ記して下さい。　　　　　　　　　　　　　３０点
　　　　　①　　　　　　　　　　　　②
　　　　　③　　　　　　　　　　　　④
　　　　　⑤　　　　　　　　　　　　⑥
問３．箴言のテーマを簡潔に表している聖句を記して下さい。　　　　５点
　　　　　　　　　　ワークブック
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第四回
問１．次の文の（　　　）の中に、下から適当な語（句）を選んでその記号
　　を入れて下さい。　　　　　　　　　                        ７５点
　(1) イザヤの調子が（　　　）のに対して、エレミヤの （       ）
それは                                                             
　　である。イザヤが、イスラエルの罪に対する（　　　）を表現している
　　のに対して、エレミヤは、イスラエルの罪に対する（　　　）を表現し
　　ている。イザヤが彼のペンを（　　　）に浸しているが、エレミヤは、
　　彼のペンを（　　　）に浸している。
　(2) エゼキエルは、彼の奉仕の全期間を（　　　）において預言した。
　(3) （　　　）は、その王国で高い地位に着き、その地位をバビロン帝国
　　をついだペルシャ帝国の時代にいたるまで保ち続けた。
　(4) （　　　）は、小預言書の第一番目の書である。
　(5) （　　　）は、テコアの牧者であり農夫であった。
　(6) オバデヤは、（　　　）に対する神のさばきのメッセージを語った。
　(7) ヨナ書は、（　　　）がメッセージとなっている。
　(8) （　　　）は、メシヤの誕生の地の預言で有名である。
　(9) 神と論争した預言者は（　　　）である。
　(10)（　　　）は旧約聖書の最後の預言である。
　　　　　イ．マラキ書　　ロ．ミカ書　　ハ．涙の中　　ニ．火の中
　　　　　ホ．バビロン　　ヘ．熱烈で厳しい　　ト．ハバクク
　　　　　チ．温順で柔和　　リ．神の悲しみ　　ヌ．神の怒り
　　　　　ル．ダニエル　　ヲ．エドム　　ワ．異邦人に対する神の愛
　　　　　カ．ホセア書　　ヨ．アモス
問２．左右の関係の深いものをそれぞれ線で結んで下さい。
            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５点
　①エゼキエル　・　　　・イ．メシヤの子ろばに乗ってのエルサレム入城
　②ホセア　　　・　　　・ロ．イナゴの害
　③ヨエル　　　・　　　・ハ．姦淫の妻と赦し受け入れる夫
　④ハバクク　　・　　　・ニ．枯骨の谷の預言
　⑤ゼカリヤ　　・　　　・ホ．義人はその信仰によって生きる。
　　　　　　　　　　ワークブック
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第五回
問１．次の文の（　　　）の中に、適当な語（句）を下から選んで入れて下
　　さい。　　　                                              ６０点
　(1)『マタイによる福音書』は、（　　　）を対象に、（　　　）が示さ
　　れています。
　(2) 『マルコによる福音書』は、（　　　）を対象に、（　　　）が示さ
　　れています。
　(3) 『ルカによる福音書』は、（　　　）を対象に、（　　　）が示され
　　ています。
　(4) 『ヨハネによる福音書』は、（　　　）を対象に、（　　　）か示さ
　　れています。
　(5) 『使徒行伝』は、キリストの弟子たちを通じて継続されたキリストの
　　（　　　）です。すなわち、キリストの（　　　）に続いて、聖霊の
　　（　　　）がなされ、そして聖霊の降臨に続いて福音の（　　　）がな
　　されいることの記録といえます。
　　　　　イ．クリスチャン（教会）　　ロ．王としてのイエス
　　　　　ハ．力強い征服者としてのイエス　　ニ．ギリシャ人
　　　　　ホ．宣教の記録　　ヘ．ユダヤ人　　ト．人としてのイエス
　　　　　チ．昇天　　リ．ローマ人　　ヌ．神の子としてのイエス
　　　　　ル．降臨　　ヲ．拡張
問２．新約聖書の四つの分類とそれぞれがわれらの救いをどのように提示し
　　ているかを記して下さい。　　                            　４０点
　　　　分類　　　　　　　救いに関する提示
　①（　　　　　）　　　（　　　　　　　　）
　②（　　　　　）　　　（　　　　　　　　）                   
　③（　　　　　）　　　（　　　　　　　　）                   
　④（　　　　　）　　　（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　ワークブック
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第六回
問１．次の文の（　　　）の中に、下から適当な語（句）を選んでその記号
　を入れて下さい。　　　                                      ６０点
　(1) 『ローマ人への手紙』の根本的基礎を形作っている、あの大教理は
　　（　　　）についての教えです。
　(2) 『コリント人への第一の手紙』が書かれた目的は、コリント教会の中
　　に起こっていた（　　　）のためです。
　(3) 『ガラテヤ人への手紙』の主題は、義認と聖化とは（　　　）による
　　のではなく、（　　　）による、ということです。
　(4) 『エペソ人への手紙』は（　　　）と呼ばれます。
　(5) 『ピリピ人への手紙』は（　　　）で満ちています。
　(6) 『コロサイ人への手紙』が書かれた背景にあった異教の哲学とは
　　（　　　）のことです。
　(7) 『テサロニケ人への第一の手紙』において際立っているひとつの主題
　　は（　　　）です。
　(8) 『テモテへの手紙』と『テトスへの手紙』は（　　　）とよばれてい
　　ます。
　(9) 『ピレモンへの手紙』はパウロの唯一の（　　　）です。
　(10)『ヘブル人への手紙』は（　　　）の宗教は（　　　）にまさること
　　が論証されています。
　　　　　イ．イエス・キリストの宗教　　ロ、牧会書簡
　　　　　ハ．グノーシス主義　　ニ．新約聖書のアルプス
　　　　　ホ．混乱の矯正　　ヘ．信仰による義
　　　　　ト．信仰　　チ．律法の行い　　リ．喜び　　ヌ．主の再臨
　　　　　ル．個人的通信　　ヲ．ユダヤ主義
問２．次の問に答えて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　４０点
　（1)　『ローマ人への手紙』の内容を大きく三つに分けて下さい。
　　　　　①
　　　　　②
　　　　　③
　(2) パウロ書簡の中で「短いがキリスト教教理の神髄のようなもの」とい
　　われる書簡は何ですか。
　　　　　　　　　　ワークブック
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第七回
問１．次の文の（　　　）の中に、適当な語（句）を下から選んで入れて下
　　さい。　                                              　　７０点
　(1) 『ヤコブの手紙』は、（　　　）させようとする傾向が見られるある
　　階層の（　　　）に宛てて書かれた。
　(2) 『ヤコブの手紙』の著者ヤコブは、（　　　）であり、（　　　）の
　　かしらであった。
　(3) 『ペテロの第一の手紙』は（　　　）すなわち（　　　）を取り扱っ
　　ているが、『ペテロの第二の手紙』は（　　　）すなわち（　　　）を
　　取り扱っている。また、第一は（　　　）のために書かれたが、第二は
　　（　　　）のために書かれた。
　(4) 同じ著者ヨハネによって書かれた『福音書』は（　　　）の根本問題
　　を扱い、『第一の手紙』は（　　　）の根本問題を扱っている。前者は
　　（　　　）の基礎を与えるために書かれ、後者は（　　　）の基礎を与
　　えるために書かれた。
　　　　　イ．信仰　　ロ．クリスチャン生活　　ハ．確信
　　　　　ニ．クリスチャン信仰　　ホ．ユダヤ人のクリスチャン
　　　　　ヘ．信仰と行いを分離　　ト．エルサレム教会　　チ．迫害
　　　　　リ．偽教理　　ヌ．教会内の危険　　ル．教会外の危険
　　　　　ヲ．主の兄弟　　ワ．警告　　カ．激励
問２．『ヨハネの黙示録』の内容を、同書内のみ言葉に基づいて三つに区分　　し、かつそれぞれの区分に該当する章を記して下さい。     　 ３０点
　　　　　　　　　　　区分　　　　　　　　　　　該当する章
　　　　　①　（　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　②　（　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　③　（　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　）

